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第一部 講  演
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第二部 パネルディスカッション

パネルディスカッション質問・回答スライドは財団ホームページにてご覧いただけます。

参加申込み者からの事前質問に回答する形式で行われました。

● 回答集があり、とてもよかった。 
● 具体的な質問に答える形で、
　 理解が深まった。 
● 事前に質問することができたので、
　 参考にしたい回答が多くあってよかった。

【来場者アンケートより】

【回答　一部抜粋】

新庄：Ｂ型肝炎のワクチンは全部で３回で１セットですが、皮膚の問題がなく
ても、 あったとしたらなおさらということで、現在は有料の任意接種で
すが、ワクチン接種をお勧めしています。 

岩田：先進諸国では日本だけが定期接種になっていないワクチンですが、保
育園でも、 また、家族内でお父さんやお母さんがキャリアだとうつる可
能性があります。 Ｂ型肝炎になった方が全員発症してキャリアになる
わけではなく、自然に治る方もいますが、小さいお子さんが感染すると
キャリアになる可能性が高いので、 打っておいたほうがよいワクチンで
はないかと思います。

【回答　一部抜粋】

尾内：スライドの波型の落ち込みがすべて喘息発作ですが、その時、出ているウイルス
名が上に記してあり、ライノウイルス、パラインフルエンザなどのウイルスです。 
発作が出る時は必ずウイルスが見つかるということで、子どもは喘息発作の
95％以上にこういったウイルスが見つかります。逆に言うと、子どもが喘息にな
る時は風邪を引いています。 

岩田：子どもの喘息発作には感染症が関与していることが高いということですね。 ラ
イノウイルスって何ですか？ 他に喘息のきっかけになる感染症はありますか？

尾内：ライノウイルスは、一番ポピュラーな風邪の原因ウイルスです。 他にはRSウイル
スが有名です。RSウイルスにかかって細気管支炎になる子は喘息になりやすい
です。逆に肺炎になる子は喘息になりにくいなど、体質によって症状が違うとい
うことがあります。

【回答　一部抜粋】

田島：吐いている最中はやめて、顔色が落ち着いて飲みたそうにし
ていたら、 イオン飲料を飲ませてください。お水とかお茶だ
と失われた塩分が補われないので、イオンやナトリウムが
入っていたほうがいいというのと、糖分が多すぎると 吸収が
悪くなるので、甘すぎてもいけないのですが、薄ら甘くて薄ら
しょっぱい程度のものを飲ませるのが一番いいと思います。 

岩田：いろいろな会社から子ども用のイオン飲料が出ていますので、
それがいいでしょうね。
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展示状況 （後援・協賛各社との連携）

開会挨拶 （抜粋） 閉会挨拶 （抜粋）

　公益財団法人小児医学研究振興財団は、今から10年
前に日本の小児科医が力を結集して作った財団です。
　小児科の研究に携わる若手の医師・研究者を後押し
するというのが、大きな役割ですが、その活動の一環とし
て市民公開講座を開催しており、今年で3年目となります。
　本日の講座は我々にとっても皆様にとっても有益な
講座になるのではないかと思います。

公益財団法人小児医学研究振興財団
理事長　柳澤　正義

　本日は日曜日にもかかわらず、長時間ありがとうござい
ました。ご参加いただきましたすべての方々に深く御礼申
し上げます。
　また、この講演会開催のため、様々にご支援いただき
ました関係各位の方々にも厚く御礼申し上げます。
　当財団は来年度もこのような啓発活動を続けていく
予定でございます。今回は練馬区でお世話になりました
が、区の垣根はございませんので、財団ホームページをご
参照のうえ、また是非ご参加いただければと思います。

公益財団法人小児医学研究振興財団
常務理事　松尾　宣武
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アンケート結果

男　女　比 年齢構成

職　　　業 この講座を何でお知りになりましたか

この講座にご参加された理由をお聞かせください 本日の講座は参考になりましたか

女性 93％

男性 5％

無回答 2％

無回答 2％

無回答 7％参考にならなかった
0％

無回答 2％その他 2％

30代
20％

40代
26％

50代
19％

60代 5％
20代
18％

無回答
12％

保育園
看護師
30％

教育関連その他
10％

会社員 5％

医師 1％
看護師 4％

医療その他
4％

教師 5％

保育士
 18％

その他 7％

その他
 21％

無回答 5％

栄養士 0％

インターネット
スマートフォン 9％ 

ポスターを見て
68％

感染症の知識を
深めたかった
49％

児童学童と接する
仕事をしている

47％ 参考になった
81％

少し参考になった
12％
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アンケート結果

● 発　疹
　・発疹と病名のつながりや発疹の判断は難しく、こ

のような講座を受講する必要性を感じました。
　・手足口病は発疹が出たら感染しなくなるものと認

識していました。のどや便から数週間出るとは知り
ませんでした。

　・みずぼうそうとヘルペスウイルスが同じウイルスで
感染していることを知りました。

　・とびひはブドウ球菌だけでなく溶連菌からでもな
ることを初めて知りました。

● 咳
　・短期・長期の咳の詳細や咳にもいろいろな性状が

あり、咳が昼夜どちらに多くでるのか、咳が乾性か
湿性かで原因が鑑別できることを知りました。

　・喘息発作は風邪が原因というお話しが興味深かっ
たです。

　・症状別の説明が分かりやすく、薬の使い方も注意
しなければならないと思いました。

　・百日咳のワクチンを4回接種しても罹患することに
驚きました。

● パネルディスカッション
　・パネルディスカッションでの質問・回答は、現場で

も参考になることが多く、とてもよかった。
　・どの先生のお話しも参考になり、広範囲にわたっ

て知識を得ることができて勉強になりました。

　・劇症型溶連菌についても伺うことができてよかっ
たです。

　・話しが掘り下げられるなど、例外等にも触れてくだ
さったので、参考になりました。

　・わかりやすい言葉を使って説明してくださったの
で、保護者や保育士への説明に使いたいと思い
ます。

　・子どもの病気は大人と違い特殊なものがあるとい
うことを知ることができた。また、分かりやすく系
統立てて講演してくださり、有難いと思いました。

　・身近な病気で、日頃から悩んでしまうことをピンポ
イントで知ることができ、とても参考になりました。

　・市民公開講座なのでとてもわかりやすく、こういっ
た形の公開講座は区の研修にも取り入れていきた
いと思いました。

● その他（自由記述）
　・発疹・嘔吐・咳と具体的な症状から病気の感染の

仕組みやワクチンについて写真付で細かく説明し
ていただき、勉強になりました。

　・Ｂ型肝炎のキャリアが涙、唾液、汗、尿からもウイル
スが出ていることには驚きました。

　・どの内容もわかりやすく、理解できました。
     　先生方が事前の質問にスライドを使用して丁寧に

回答してくださり、また、「質問があれば言って欲し
い」と言っていただき、伺ってよかったと思いまし
た。次回も参加したいと思います。

　・子どものいない保育士は小児科医の先生の話しを
伺う機会がほとんどありません。子どもの病気の
最新の動向や治療について保護者に質問され、困
ることがあります。

　　 本日の講座はとても有難く、また無料だったので
うれしかったです。
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● 個人：1口／年10,000円

● 法人：１口／年100,000円

● 申込み・問い合わせ先

　（公財）小児医学研究振興財団事務局

　 〒110-0015  東京都台東区東上野3-32-2  廣瀬ビル４B

　 TEL：03-5818-2601　FAX：03-5818-2602

　 e-mail:shouni-iken@jfpedres.or.jp

　 URL:http://www.jfpedres.or.jp/

賛助会員ご加入のお願い

賛助会費は、所得控除または
 税額控除を受けられます。

　 当財団は、小児医学研究を支援するため、

 日本小児科学会創立100周年記念事業の一環として平成20年に設立されました。

 活動は日本小児科学会と密接に連携して行っております。

小児科医・小児医学研究者の研究助成・海外留学助成・優秀論文表彰及び

  市民公開講座の開催は、会員の皆様からの賛助会費で賄われており、

 多くの方々のご支援をお願い申し上げます。

 ご加入については、事務局にお申し出頂ければ「加入申込書」を送付させて頂きます。

 よろしくお願い申し上げます。
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